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平成29年５月15日 

各 位 

会 社 名 株式会社ハーツユナイテッドグループ

代表者名
代表取締役社長 CE O   宮 澤  栄 一

( コ ー ド 番 号 ： 3 6 7 6 東 証 第 一 部 )

問合せ先
取 締 役  C F O   風 間  啓 哉

 ( T  E  L .  0 3 - 6 4 0 6 - 0 0 8 1 )

 

代表取締役の異動に関するお知らせ 

当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり、平成 29 年６月１日付の執行役員人事及び平成 29 年６

月 27 日付の代表取締役の異動について決議いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、新任取締役の選任を含めた定時株主総会日以降の取締役体制につきましては、６月 27 日開催予定の定

時株主総会及びその後の取締役会において正式決定いたします。 

 

記 

 

1. 異動の理由 

   当社グループは、代表取締役社長 CEO の宮澤 栄一が平成 13 年に創業して以来、ソフトウェアの不具合を

検出するデバッグ事業を基軸に、独自に培ったノウハウを蓄積するとともに、創業年より 16 期連続で黒字

決算を実現し、その競争優位性、多様性を原動力として、着実な成長を遂げて参りました。 

また、平成 25 年には、持株会社体制に移行し、経営と執行の分離及び各子会社の自立した事業運営体制

の構築に努めて参りました。 

      昨今、インターネット環境の飛躍的な進歩を背景に、IoT（Internet of Things：モノのインターネット）

をはじめ ICT 化（情報コミュニケーション技術の発展）が加速するとともに、ソフトウェアの活用範囲が拡

大しており、デジタル化社会においては、ソフトウェアの不具合検出やセキュリティの担保に係る重要性が

増しております。 

   このため、当社グループのデバッグ事業はより一層、存在価値が高まるとともに、デジタル化社会の進展

を支える重要な社会的使命を担っております。 

今後、あらゆる成長機会を確実に捉え、さらなる大きな飛躍に向けた進化・成長を加速させるため、これ

まで培ってきた事業基盤をもとに、経営に関する豊富な経験と実績を持つ新しいリーダーシップが必要であ

ると判断し、この度、代表取締役の異動(社長交代)を行うことといたしました。 

   新任代表取締役の玉塚 元一は、株式会社ファーストリテイリングの代表取締役社長を経た後、企業再生 

を支援する株式会社リヴァンプを創業し代表取締役を務め、その後、株式会社ローソンの代表取締役会長 CEO 

を務めるなど、企業経営者としての豊富な経験と幅広い見識を有しております。 

   当社グループは、今後も、新体制のもと、経営基盤のより一層の強化を図り、企業価値の最大化及び世界

展開に向けた新たな挑戦を進めて参ります。 

   なお、代表取締役社長 CEO の宮澤 栄一は、取締役会長となり、今後も引き続き経営の中核を担い、当社

グループの発展に努めて参ります。 
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2. 異動の内容 

氏名 現役職名 
新役職名 

平成 29 年６月１日付 平成 29 年６月 27 日付 

玉塚
たまつか

 元一
げんいち

 顧問 代表執行役員 代表取締役社長 CEO 

宮澤
みやざわ

 栄一
えいいち

 代表取締役社長 CEO 変更なし 取締役 会長 

  ※新任取締役の選任を含めた定時株主総会日以降の取締役体制につきましては、定時株主総会及びその後の

取締役会において正式決定いたします。 

 

3. 新任代表取締役社長の氏名及び略歴 

氏名 玉塚
たまつか

 元一
げんいち

 

生年月日 昭和 37 年 5 月 23 日 

所有株式数 28,000 株 

略歴 昭和 60 年 4 月 旭硝子株式会社 入社 

平成 10 年 7 月 日本アイ・ビー・エム株式会社入社 

平成 10 年 12 月 株式会社ファーストリテイリング入社 

平成 14 年 11 月 同社代表取締役社長兼 COO 

平成 17 年 9 月 株式会社リヴァンプ設立 代表取締役 

平成 23 年 3 月 株式会社ローソン  副社長執行役員 COO 

平成 24 年 5 月 同社 取締役副社長執行役員 COO 

平成 25 年 5 月 同社 取締役代表執行役員 COO 

 平成 26 年 5 月 同社 代表取締役社長 

平成 27 年 10 月 同社 代表取締役社長兼 CHO 

平成 28 年 6 月 同社 代表取締役会長 CEO 

 平成 29 年 1 月 当社 顧問 

   

 

以 上 

 


